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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公開番号】特開2006-260405(P2006-260405A)
【公開日】平成18年9月28日(2006.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2006-038
【出願番号】特願2005-79599(P2005-79599)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３５０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    １７０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２４０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月18日(2008.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像情報を取得する画像入力装置と、更新対象の画像情報を有する画像更新装置と、前
記画像入力装置から得られる画像情報により所定の画像情報を検出し、検出した所定の画
像情報を前記画像更新装置に送る画像処理装置とからなる画像情報更新システムにおいて
、
　前記画像入力装置は、画像情報を取得するための画像入力手段と、前記画像入力手段に
より得られる画像情報を送信する画像情報送信手段とを有し、
　前記画像処理装置は、前記画像入力装置からの画像情報及び前記画像更新装置からの更
新対象の画像情報を受信する画像情報受信手段と、前記画像情報を記憶する情報記憶手段
と、前記更新対象の画像情報に基づいて前記情報記憶手段に記憶された画像情報から類似
する画像情報を検索する類似画像検索手段と、前記類似画像検索手段で検索された少なく
とも１つの候補画像情報から所定の画像情報を検出する画像情報検出手段と、前記画像情
報検出手段で検出された所定の画像情報を送信する所定画像情報送信手段とを有し、
　前記画像更新装置は、前記更新対象の画像情報を前記画像処理装置に送信する更新対象
画像情報送信手段と、前記所定の画像情報を受信する所定画像情報受信手段と、前記所定
画像情報受信手段により得られる所定の画像情報により前記更新対象の画像情報を更新す
る画像情報更新手段とを有することを特徴とする画像情報更新システム。
【請求項２】
　取得した更新対象の画像情報に基づき予め記憶されている画像情報群から所定の画像情
報を検出する画像処理装置において、
　画像情報を記憶する情報記憶手段と、
前記情報記憶手段に記憶するための画像情報及び前記更新対象の画像情報を受信する画像
情報受信手段と、
　前記画像情報受信手段が受信した更新対象の画像情報に基づいて前記情報記憶手段に記
憶された画像情報から類似する画像情報を検索する類似画像検索手段と、
　前記類似画像検索手段で検索された少なくとも１つの候補画像情報から所定の画像情報
を検出する画像情報検出手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
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【請求項３】
　前記画像情報検出手段は、
　前記更新対象の画像情報に付加されている時間情報に基づいて前記情報記憶手段により
記憶されている画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする請求項２に記
載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像情報検出手段は、
　前記更新対象の画像情報に付加されている地理位置情報に基づいて前記情報記憶手段に
より記憶されている画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする請求項２
又は３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記画像情報検出手段は、
　前記更新対象の画像情報に付加されている姿勢情報に基づいて前記情報記憶手段により
記憶されている画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする請求項２乃至
４の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像情報検出手段は、
　予め設定された任意の時間情報に基づいて前記類似画像検索手段により得られた少なく
とも１つの類似画像から前記任意の時間情報近傍の画像情報を検出することを特徴とする
請求項２乃至５の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記類似画像検索手段は、
　複数の画像情報に基づいて前記情報記憶手段に記憶された画像情報から類似する画像情
報を検索すること特徴とする請求項２乃至６の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記類似画像検索手段は、
　前記画像情報受信手段により前記情報記憶手段に記憶するための画像情報を受信した場
合に、前記画像情報に基づいて前記情報記憶手段に記憶された画像情報から類似する画像
情報を検索することを特徴とする請求項２乃至７の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記請求項２乃至請求項８の何れか１項に記載された画像処理装置から得られる所定の
画像情報により更新対象の画像情報を更新するための画像更新装置において、
　前記更新対象の画像情報を前記画像処理装置に送信する更新対象画像情報送信手段と、
　前記画像処理装置から前記更新対象の画像情報に対応する前記所定の画像情報を受信す
る所定画像情報受信手段と、
　前記更新対象の画像情報を前記所定画像情報受信手段で受信した前記所定の画像情報に
更新する画像情報更新手段とを有することを特徴とする画像更新装置。
【請求項１０】
　更新対象の画像情報を所定の画像情報に更新するための画像情報更新方法において、
　取得した画像情報を記憶する情報記憶ステップと、
　前記更新対象の画像情報に基づいて前記情報記憶ステップにより記憶されている画像情
報から類似する画像情報を検索する類似画像検索ステップと、
　前記類似画像検索ステップにより検索された少なくとも１つの画像情報から所定の画像
情報を検出する画像情報検出ステップと、
　前記更新対象の画像情報を前記所定の画像情報に更新する画像情報更新ステップとを有
することを特徴とする画像情報更新方法。
【請求項１１】
　前記類似画像検索ステップは、
　前記更新対象の画像情報に付加されている地理位置情報に基づいて前記情報記憶ステッ
プにより記憶されている画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする請求
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項１０に記載の画像情報更新方法。
【請求項１２】
　前記類似画像検索ステップは、
　前記更新対象の画像情報に付加されている姿勢情報に基づいて前記情報記憶ステップに
より記憶されている画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする請求項１
０又は１１に記載の画像情報更新方法。
【請求項１３】
　前記画像情報検出ステップは、
　予め設定された任意の時間情報に基づいて前記類似画像検索ステップにより得られた少
なくとも１つの類似画像から前記任意の時間情報近傍の画像情報を検出することを特徴と
する請求項１０乃至１２の何れか１項に記載の画像情報更新方法。
【請求項１４】
　前記類似画像検索ステップは、
　複数の画像情報に基づいて前記情報記憶ステップにより記憶された画像情報から類似画
像情報を検索すること特徴とする請求項１０乃至１３の何れか１項に記載の画像情報更新
方法。
【請求項１５】
　前記類似画像検索ステップは、
　前記情報記憶ステップに記憶するための画像情報を取得した場合に、前記画像情報に基
づいて前記情報記憶ステップにより記憶された画像情報から類似する画像情報を検索する
ことを特徴とする請求項１０乃至１４の何れか１項に記載の画像情報更新方法。
【請求項１６】
　前記更新情報更新ステップは、
　予め設定された時間間隔で、前記類似画像検索ステップにより、前記更新対象の画像情
報に基づいて、前記情報記憶ステップにより記憶されている画像情報から類似する画像情
報を検索させることを特徴とする請求項１０乃至１５の何れか１項に記載の画像情報更新
方法。
【請求項１７】
　請求項１０乃至請求項１６に記載の画像情報更新方法をコンピュータにより実行させる
ための画像情報更新プログラム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の画像情報更新プログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な
記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　請求項９に記載された発明は、前記請求項２乃至請求項８の何れか１項に記載された画
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像処理装置から得られる所定の画像情報により更新対象の画像情報を更新するための画像
更新装置において、前記更新対象の画像情報を前記画像処理装置に送信する更新対象画像
情報送信手段と、前記画像処理装置から前記更新対象の画像情報に対応する前記所定の画
像情報を受信する所定画像情報受信手段と、前記更新対象の画像情報を前記所定画像情報
受信手段で受信した前記所定の画像情報に更新する画像情報更新手段とを有することを特
徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　請求項９記載の発明によれば、更新対象の画像情報を効率的に所定の画像情報に更新す
ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　請求項１０に記載された発明は、更新対象の画像情報を所定の画像情報に更新するため
の画像情報更新方法において、取得した画像情報を記憶する情報記憶ステップと、前記更
新対象の画像情報に基づいて前記情報記憶ステップにより記憶されている画像情報から類
似する画像情報を検索する類似画像検索ステップと、前記類似画像検索ステップにより検
索された少なくとも１つの画像情報から所定の画像情報を検出する画像情報検出ステップ
と、前記更新対象の画像情報を前記所定の画像情報に更新する画像情報更新ステップとを
有することを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　請求項１０記載の発明によれば、更新対象の画像情報を効率的に所定の画像情報に更新
することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　請求項１１に記載された発明は、前記類似画像検索ステップは、前記更新対象の画像情
報に付加されている地理位置情報に基づいて前記情報記憶ステップにより記憶されている
画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　請求項１１記載の発明によれば、地理位置情報に基づいて更新対象の画像情報を検索す
ることで、画像情報の検索精度を向上させることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　請求項１２に記載された発明は、前記類似画像検索ステップは、前記更新対象の画像情
報に付加されている姿勢情報に基づいて前記情報記憶ステップにより記憶されている画像
情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　請求項１２記載の発明によれば、姿勢情報に基づいて更新対象の画像情報を検索するこ
とで、画像情報の検索精度を向上させることができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　請求項１３に記載された発明は、前記画像情報検出ステップは、予め設定された任意の
時間情報に基づいて前記類似画像検索ステップにより得られた少なくとも１つの類似画像
から前記任意の時間情報近傍の画像情報を検出することを特徴とする。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　請求項１３記載の発明によれば、所定の画像情報として、最新の画像情報だけでなく、
昔の画像情報等、所望する時間の画像情報を高精度に取得することができる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　請求項１４に記載された発明は、前記類似画像検索ステップは、複数の画像情報に基づ
いて前記情報記憶ステップにより記憶された画像情報から類似画像情報を検索すること特
徴とする。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　請求項１４記載の発明によれば、複数の画像情報を用いることで、例えばある一つの画
像情報にノイズがある場合に、そのノイズに対する影響を受けずに高精度に所定の画像情
報を検出することができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　請求項１５に記載された発明は、前記類似画像検索ステップは、前記情報記憶ステップ
に記憶するための画像情報を取得した場合に、前記画像情報に基づいて前記情報記憶ステ
ップにより記憶された画像情報から類似する画像情報を検索することを特徴とする。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　請求項１５記載の発明によれば、記憶するための画像情報を受信した時点で迅速に類似
する画像情報を検索することができる。これにより、更新対象の画像情報を効率的に所定
の画像情報に更新させることができる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５



(7) JP 2006-260405 A5 2008.5.1

【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　請求項１６に記載された発明は、前記更新情報更新ステップは、予め設定された時間間
隔で、前記類似画像検索ステップにより、前記更新対象の画像情報に基づいて、前記情報
記憶ステップにより記憶されている画像情報から類似する画像情報を検索させることを特
徴とする。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　請求項１６記載の発明によれば、定期的に画像情報の更新を行うことができる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　請求項１７に記載された発明は、請求項１０乃至請求項１６に記載の画像情報更新方法
をコンピュータにより実行させるための画像情報更新プログラムである。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　請求項１７記載の発明によれば、更新対象の画像情報を効率的に最新の画像情報に更新
することができる。また、プログラムをインストールすることにより、容易に画像情報更
新処理を実現することができる。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５２】
　請求項１８に記載された発明は、請求項１７に記載の画像情報更新プログラムが記録さ
れたコンピュータ読み取り可能な記録媒体である。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　請求項１８記載の発明によれば、記録媒体により他の複数のコンピュータに容易に画像
情報更新プログラムをインストールすることができる。また、画像情報更新プログラムを
インストールすることで、容易に画像情報更新処理を実現することができる。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　ここで、外部通信機器４５としては、ＰＣ用の汎用インターフェース、例えば、ＬＡＮ
（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ネットワークアダプタ、ＩＥＥＥ１３９４
、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）、無線ＬＡＮ、Ｂ
ｌｕｅＴｏｏｔｈ（登録商標）等を利用することができる。
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